
介護の「気づき」を医療へつなぐ協働型ヘルステック

募集テーマ

テーマ概要

●介護・在宅の現場では、利用者の状態変化を最初に察知するのは看護師ではなく、介護職や家族であるケースが大半です。

しかし、非医療専門職が「何かおかしい」という気づきを適切な言葉で記録・伝達できず、看護・医療への連携が遅れるという

課題が現場で広く聞かれます。専門職間の情報の非対称性を埋め、利用者の異変をより早く・正確に医療へつなぐ仕組みと

して、「多職種協働型ヘルステック」の需要が高まっています。

●多職種協働型ヘルステックは、介護職・家族等の非医療専門職が利用者の不安や異変を適切に把握し、看護・医療へ正確

かつ迅速につなぐことを支援するソリューションです。見守り・記録・連携・遠隔・認知症支援など、施設・在宅の両文脈に展開

できる領域として検討を進めたいと考えています。

●将来的には、本領域のソリューションを通じて、多職種が連携しながらケアの質を継続的に高めていくプロセス全体を支援す

るサービスの提供を目指しています。



• 医療／介護領域のパートナーとの連携、及び、パートナーで取り扱う各種商品（各種スクラムパック等）

• 弊社顧客による実証フィールド

• 全国レベルでの機器調達／サービス＆サポート機能（実証フィールドでの提案・販売）

提供可能なアセットとその特徴

①福祉介護事業者を中心とした既存顧客向けアップセル、クロスセル

現状の福祉・介護市場で保有するお客様に対し、今回の活動にて検証を終えたソリューションを新たな商材として、領域を拡げ

たDX提案を実施したいと考えています。

②医療との連携による医療機関向け提案

今回要望する非専門職から専門職への連携（協働）型ソリューションを、介護から医療への連携として活かすことで、次ステップ

として病院並びに訪問医療・看護事業者向け展開にもつなげていきたいと考えています。

アセットを活用した事業アイデア例



•これまでの検討における課題は、介護現場の非医療従事者が「何を確認すべきか」という観点自体が不足しがちで、異変把

握のばらつきやエスカレーション判断の遅れ／情報の不正確さが起き得る点にあります。結果として、看護・医療側へつなぐ

際の情報密度が不足し、迅速な判断や適切な連携を阻害していると考えられます。

•TRIBUSでは、上記課題を補う道具・デバイス・支援ソリューションの具体像（見守り、記録、連携、遠隔、認知症支援の組合

せ）を整理し、施設・在宅の両文脈で成立する価値仮説、ターゲット（非医療専門職／専門職）、提供形態（B2B2C等）、およ

び普及率が低い領域を起点とした参入シナリオのブラッシュアップを行っていきたいと考えます。

•なお、本協業はプロダクトの共同開発を前提とするものではなく、互いの強みを持ち寄って共に付加価値を高めながら、サー

ビスを広げていく長期的なパートナーシップを志向しています。

•上記を踏まえた期待要件としては以下の通りとなります。　

✔必須で満たしていてほしいこと：利用者（患者）の様態を把握もしくは予測できるソリューションであること

✔出来れば満たされていてほしいこと：デジタルに精通していない方でも容易に利用できるものであること

✔期待しない領域：診断、治療といった医療専門のヘルステック分野のみしか持っていないこと

協業先への期待



参考資料



既存商品紹介①　オンライン資格確認システム

病院・薬局・訪問看護ステーション向けのオンライン資格確認システムの環境構築（機器調達含む）



既存商品紹介②　医療機関向けスクラムパッケージ／スクラムアセット

医療機関向けに様々なソリューションを提供



既存商品紹介③　リコーけあマルシェ

介護施設に導⼊されている様々なメーカのデバイスやシステムと連携できるプラットフォームを提供



既存商品紹介④　RPAによる院内業務のタスクシフト

院内の定型業務を人からRPA化するソリューションを提供


